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①　主体性
②　働きかけ力
③　実行力
④　課題発見力
⑤　計画力
⑥　創造力
⑦　発信力
⑧　傾聴力
⑨　柔軟性
⑩　情況把握力
⑪　規律性
⑫　ストレスコントロール力
最も身に付けたいと思うもの
２番目に身に付けたいと思うもの
３番目に身に付けたいと思うもの
図４　身に付けたい「社会人基礎力」（キャリア系科目受講者）（n＝368）
出所：2014年度に島根県立大学の「キャリア形成Ⅰ」と「キャリア形成Ⅱ」の授業を
履修した学生へのアンケート調査に基づき、筆者が作成した。
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　次に「主体性」について、学生は、社会人になった後に必要になることを視野に入れ
て、「主体性」を求められる能力として理解している。具体的には、「周りに流されて行動
に移すことが多いので、社会人になるにあたって、自分から進んで行動できる人材になる
ことが目標だから」、「計画性を持って業務を行う事は社会人として、職務を全うする点で
必要だと思うので」、「物事にすすんで取り組む力は社会人として働くうえでもっとも重要
であると考えるため」、「社会に出て必要とされる最低限の能力だと思うので」、「仕事に対
して、自分から動いて行動していけるようになりたいから」、「主体性は、どのようなこと
をしていくうえでも重要な力だと思うからです。サークル、地域活動、会社、どのような
共同体の中でも自分から動かなければ物事は見えてきません。そのため主体性は重要であ
ると思います」などの理由である。
　次に「発信力」については、自分の意見をわかりやすく伝えることを難しいものとして
捉え、苦手もしくは欠点とする理由が目立った。「伝えたいことがあってもそれを分かり
やすく説明することが難しいから」、「まず自分の意見を伝えることが出来なければ、仕事
もはかどらず、周りの評価も上がらないと考えるから」、「プレゼンの場や会議などを行う
時に、自分の考えを正しく人に伝えることは、とても重要だと思うから」、「大学生活を過
ごして自分には足りないと思うことがあったから」などの理由である。学生は、わかりや
すく自分の意見を伝えることの重要性を自覚すると同時に、わかりやすく自分の意見を伝
えることに苦慮していることがわかる。
　「社会人基礎力」を学ぶ意義の一つは、自己の欠如した能力を「社会人基礎力」の概念
によって明確化し、自己を見つめなおし、欠如した能力を身に付ける起点をつくることで
もある。では、学生は、「社会人基礎力」をどのような場面・活動で身に付けようとして
いるのだろうか。
（２）「社会人基礎力」と学生生活
　上述した二つのキャリア系科目を履修している学生を対象にしたアンケートでは、「最
も身に付けたいと思った社会人基礎力」をどのような場面・活動で、どのように身に付け
たいと思うか、についても尋ねた。以下、学生のコメントについて紹介する。
　「実行力」を身に付けることについては、「ゼミや、ボランティアでの企画などの場面で
積極的に行動していき身に付けていきたい」、「TOEICなどで目標スコアを設定し、それ
に到達できるよう日頃から英語を学習することで身に付けたい」、「日常生活を送っていく
うえで、こまめな目標を立てて実行していく」、「自分がやりたいと思ったことを素直に実
行する」、「部活・アルバイトなどで自分が中心になって主体的に何かに取り組む」、「ど
んな小さなことでも良いから目標を立てそれをクリアする」、「今自分が行っている勉強や
部活を例にとるとテストや試合での目標を定め、達成することで身に付けていきたいと思
う」、「自分が行動しないと何も発展しないような物事に積極的に取り組む」、「この学生生
活の中で勉強面、サークル面、生活面で目的を設定することを心掛けたい」などの記述が
あった。
　以上のことから、学生は、普段の大学生活のゼミ・ボランティア・資格試験・サーク
ル・アルバイト・定期試験などの場面で、目標を設定し、それを着実に達成することを通
じて、「実行力」を身に付けようとしていることが分かる。
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　「主体性」を「どのような場面・活動で身に付けたいか」という質問については、大学
の授業・ボランティア・サークル活動・アルバイトなど、日常の多様な場面で、自分から
行動することを増やしていきたいという回答が多かった。
　具体的には、「学校での授業やボランティアなどで、自分から行動することを増やした
い」、「ゼミ、講義等に主体性を持って積極的に取り組む」、「普段の生活から何事にも主体
的に取り組むことで身に付けたい」、「サークルなどでの活動を通して、もっと主体的に
アイディアを出したり動いたりする」、「今後の大学生活の中の企画などの計画に積極的に
参加する」、「ボランティアや、サークル活動、アルバイトなどでは自分から進んで行動す
る場面がたくさんあると思うので、そのようなときに、進んで取り組む力を身に付けた
い」、「ゼミやサークルでリーダーとして『まずは自分から』をモットーに人に問いかけ、
行動しています」などである。
　学生は、普段の生活の多様な場面で主体性を発揮する場面が数多くあることを理解して
いる。そして、それぞれの場面でアイディアを出したり、企画を立てたり、リーダーとし
て行動したりすることを通じて、「主体性」を身に付けようとしている。
　「発信力」を身に付ける場面として、最も多かったのがゼミの活動であった。「ゼミなど
での発表の機会などに能力を高めていきたいと思います」など、ゼミでのディスカッショ
ンや、プレゼンテーションを通じて、「発信力」を身に付けたいとする回答が多い。
　さらには、「部活動やサークルの場面で、自分の意見を求められたとき、すぐに自分の
考えを整理し伝えられるようにしたい」、「特定の人だけではなく、より多くの人とコミュ
ニケーションをとる」、「会議の場や交渉する時に相手に分かりやすく自分の言いたいこと
を伝える力を実際の企業のインターンシップや企業体験で身に付けたい」など、サークル
やインターンシップにおいても「発信力」を向上させようとしていることが分かる。
　アンケート対象となった学生が履修した二つのキャリア系科目では、「社会人基礎力」
の授業を取り入れ、その内容・意義について学生に伝えているが、学生は、そうした座学
の授業でも、「社会人基礎力」を学生生活で身に付けるイメージを抱いている。
　こうした座学の授業から、さらにインターンシップの体験を通じて、「社会人基礎力」
を向上させる具体的なビジョンを描くことができる。その一つの方法が、先述したよう
に、インターンシップ先の社会人の姿をつぶさに観察することであろう。インターンシッ
プ先の社会人の言動・姿勢を大学生活のなかで「社会人基礎力」を向上させるためのモデ
ルとする。そのモデルに基づき、学生生活で自己の「社会人基礎力」を向上させるプラン
を具体化させ、インターンシップの学びをその後の学生生活に活かす筋道を明確に描くこ
とができる。
　以上のことから、より効果的な教育プログラムとして、次のようなインターンシップの
プログラムを提示できる。
　まず、インターンシップの事前授業等において、「社会人基礎力」の内容・意義につい
て伝える。そして実際の現場研修では、社会人の仕事に対する姿勢、言動を観察し、その
内容から、「社会人基礎力」の具体的内実を理解させる。
　事後教育では、「社会人基礎力」の具体的なイメージをもとに、その後の学生生活にお
いて自身の「社会人基礎力」を向上させるプランを策定させ、「社会人基礎力」向上のビ
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ジョンを持たせる。このように、「社会人基礎力」を「結節点」として、インターンシッ
プの事前教育、現場研修、そして事後教育を結びつけ、事前教育・現場研修・事後教育の
一連の流れのもとに、学生の「社会人基礎力」向上という観点からインターンシップを発
展させることができる。
４．総括
　「社会人基礎力」のうち、「主体性」は、進んで学ぶ意欲の原動力であり、「傾聴力」は、
大学で学ぶ際の基本的姿勢である。そして「実行力」についても、学生は、学習目標を設
定し、それを確実に実行する上でも重要な能力として位置づけている。さらに「発信力」
は、ゼミ等でディスカッションをしたり、プレゼンテーションをしたりする際に重要な能
力であり、分かりやすく意見を述べ、議論に参加し、発表することは、学ぶ姿勢の根幹に
あるといってよい。
　その意味で「社会人基礎力」は、目標を設定して、意欲的に学ぶ姿勢を学生に身に付け
させる上でも重要な概念であり、「どのような場面において社会人基礎力を身に付けるの
か」を学生に考えさせることは、大学生活全般にまで及ぶ活動意欲の向上につながる。
　インターンシップは、いわば学生から見れば、「非日常」の世界である。その「非日常」
の体験を学生の「日常」の学生生活にいかに反映させるのか、また「非日常」の体験を起
点として、その後の学生生活をいかに充実したものにするのか、という課題は、重要な課
題の一つである。
　「社会人基礎力」を活用して、インターンシップの学びを学生の「日常」の学びへと接
合するためには、まずその事前教育において、「社会人基礎力」の意義を伝えることが必
要となる。
　さらに必要となるのは、社会人の働く姿の記憶である。その記憶は、研修中に学生が社
会人の働き方を観察することによって形成される。
　インターンシップは、実際に業務を体験し、その体験から学ぶ教育プログラムである。
そのプログラムの発展に向けて、体験する業務内容自体をいかに充実させるか、という点
は重要であろう。
　ただそれに加えて、「社会人の働き方・姿勢を社会人基礎力の観点から観察することに
よって、社会人基礎力を具体的に理解する」という点もインターンシップの発展に向けて
注目すべき点である。社会の多様な場面で、社会人の働く姿を観察し、学生は、自分が身
に付けるべき「社会人基礎力」の具体的内実を理解することができる。
　その「社会人基礎力」の具体的内実は、研修の事後教育において、学生の日常生活へ接
合される。事後教育では、研修によって理解された「社会人基礎力」の具体的内実をもと
に、研修後の日常の学生生活のなかで「いかに社会人基礎力を向上させるべきか」につい
て、より具体的な目標とプランを策定させる。そうすることによって、「社会人基礎力」
は、「日常」において培われる能力としてモデル化される。
　学生は、日常の学生生活のなかで、同じ目標を共有するグループに様々な場面で参加
し、活動している。例えば、サークル・ボランティア・アルバイト・ゼミなどである。そ
うしたグループの一員として、グループの目標を達成するために、他のメンバーとコミュ
ニケーションをとる行動は、学生の「日常」の世界で行われている。その「日常」の学生
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生活の多様な活動において、「社会人基礎力」を向上させていくことができる。その際、
効力を発揮するのは、社会人が「社会人基礎力」を具体的に発揮した場面の記憶である。
「社会人基礎力」は、インターンシップの学びをその後の実りある学生生活、さらには、
卒業後の社会人生活と結びつける結節点としての役割を果たすものであり、インターン
シップをただその時限りの体験に終わらせることなく活用するために、重要な役割を担っ
ている。
　また、インターンシップの意義を「社会人基礎力」の観点から再考することは、キャリ
ア教育そのものの意義について再考する起点ともなりうる。これまでの議論から浮き彫り
になるのは、キャリア教育を、単なる職業教育・就職活動のための教育として位置づける
のではなく、自分の目標や将来の自分の理想像を設定し、それに向けて自分を高めるため
に必要なことを学ぶ教育として位置づけ、講義・ゼミ・課外活動を含めて多様な活動への
自律的な参加を促し、その学びを明確化させる教育として位置づけることの大切さである。
　これまでの考察から、インターンシップは、教養教育が目指すものと共通の土壌を有す
るといえよう。つまり、自分の不完全性を知り、理想的な自分像に向けて、自己を陶冶し
ていくという方向性である。自分が完全な存在ではないこと、足りない能力は何かという
こと、そしてよりよき自己形成に向けて必要なことは何かを知る指標として、「社会人基
礎力」を位置づけることができる。そして、その「社会人基礎力」を結節点とすることに
よって、インターンシップの事前教育・現場研修・事後教育を一連の連続した教育プログ
ラムとして、実効性を持たせることができる。そうすることによって、インターンシップ
は、学生自身が他者との協働を通じて、自己の不完全性を認識し、より高い自己に向かう
ための教育としての意義を持つであろう。そうした教育的意義は、インターンシップ教育
をさらに深化・発展させる上で重要である。
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